ルイスの光と影― Robert Louis Stevensonの二面性― by 工藤, 正宏 & Kudo, Masahiro
新島学園短期大学紀要 35号
（別刷）
2015年３月31日発行
ルイスの光と影
－ Robert Louis Stevensonの二面性－
工　藤　正　宏
新島学園短期大学紀要　第35号　157頁－175頁　2015
157
〈研究ノート〉
ルイスの光と影
―Robert Louis Stevensonの二面性―
工　藤　正　宏
Light and Shadow in Louis
－ The Duality of Robert Louis Stevenson －
Masahiro KUDO
Niijima Gakuen Junior College
Takasaki, Gunma 370-0068, Japan
要　　　旨
英国の作家・詩人ロバート・ルイス・ステーブンソンの代表作「ジキル博士と
ハイド氏」には人間の二面性が描かれている。他の作品・彼の人生においても，
この傾向はみられる。本稿は，ルイスの生涯・作品を通して，人間の光と影を考
察したい。
Abstract
The masterpiece of Robert Louis Stevenson, ‘The Strange Case of Dr.Jekyll and
Mr.Hyde’ describes the duality of human beings, which is seen in his life and his
other works. This study considers light and shadow of human beings through his
life and his works.
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１．はじめに
誰もが「宝島」，「ジキルとハイド」の名を一度は聞いたことがあると思う。かつて
海賊ジョン・シルバーと少年ジムの海洋冒険物語の絵本に夢躍らせた多くの子供がい
た。そして現在，東京ディズニーランド・大迫力アトラクション「カリブの海賊」，
そしてディズニー映画「パイレーツ・オブ・カリビアン」シリーズ。宝さがしという
夢を目指して個性的な海賊たちの荒々しい諍いと戦いの中，広大な海を進むロマン溢
れる冒険にわくわくする多くの人がいる。これらの源になったのは，ロバート・ルイ
ス・ステーブンソンの「宝島」であったことは周知の事実である。
「ジキルとハイド」にしても，映画化・ミュージカル化され，人間の変身願望の原
点となる作品である。本稿では，彼の人生・作品の研究を通して，改めて彼の存在価
値と人間の二面性というものについて考察したい。
２．ルイスの人生における光と影＋［略歴］
英国の作家・詩人ロバート・ルイス・ステーブンソン（1850-
1894）は，教養ある両親の一人っ子としてエジンバラで生まれた。
技師で土木，海洋工学を代々の家業とする父親の希望で工学，法
律を学んだが，ロマンチストで空想家の彼には向かず，弁護士の
道を選び資格も得た。しかし彼の容貌は威厳に欠け，司法の場に
おいては適していなかった。生来の文学好きで，父の書斎で拾い読みしながら読書を
楽しんだ。しかし母親の体質を受け継ぎ，幼少の頃から咳，熱に悩まされる病弱体質
であった。病気の静養と生来の旅好きのために，若い頃からヨーロッパを旅しては，
旅行記を出した。26歳のフランス旅行の際，オズボーン夫人と激しい恋に落ち，夫人
の後を追ってサンフランシスコに渡り，病気と貧困に苦しみながらも，念願かなって
同夫人と結婚した。
「目がきらきらし，顔はやせ細り青白かった。衣服は風変わりで，痩せた体にだぶ
だぶであった。」と彼女の連れ子ロイド（当時11歳）は語っている。
彼は典型的な痩せ型であり，その経歴等から分裂気質の性格であったと思われる。
このタイプの人間は神経質であり，そのため人間との接触をさけ，自然を友とし，読
書を好む敏感性と周囲のことにあまり関心を持たず，従順で，お人好しな鈍感性を持
ち合わせている。彼自身が二面性を持ち合わせ，この二面性に興味を抱き，作品の中
に投影したのである。
母国に戻って多くの短編，評論を書いたが，一躍彼の名を轟かせたのは，少年冒険
小説「宝島」であった。その後「ジキル博士とハイド氏」「誘拐されて」「バラントレ
ーの若殿」などを出したが，絶えず結核の悪化に苦しみ，西太平洋サモア島で生涯を
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終えた。
初期の作品には，猟奇的，冒険談傾向が強いが，晩年の作品においては，人間の深
部を上手く描き出している。詩人としては，「幼年詩苑」が代表作である。
生涯，病弱であったルイスではあるが，海をこよなく愛し，夢とロマンに満ちた明
るい作品には，彼の自らの苦しみは微塵も現れていない。それどころか人生に立ち向
かう勇気を私たちに与えてくれるのである。彼は光を求め，強い風に逆らって立つこ
とを喜び，夢を描き続けた。
彼は「子供の心を宿した大人」であり，強い熱烈な言葉を伴う強い熱烈な気質であ
った。反面スコットランド人特有の寛大な本性を身につけていた彼は，距離を物とも
せず親族や友人や未知の人に対して，惜しむことなく親切に振舞った。また無鉄砲な
所もあり，思いのままにならないとふさぎこんでしまうことも多々あった。どんな不
幸も少しも暗い顔を見せずに，笑顔で迎えることができるということは，彼のすぐれ
た才能の一つであり，晩年サモアの混乱した政治や戦争をめぐって，勢力の弱い側は，
彼のドン・キホーテ的（熱狂的だが非現実的）な援助を求めた。
本稿では，彼の30代の作品５編と20代の作品１編について論じるが，まだ人生経験
も浅く，作品としては内容的に未熟であるが，それがかえって人間的な面白さを提供
してくれる。彼は作品の中で多様な性格を登場人物に上手く投影させ，彼自身の中に
存在する対照的な性格を一つの作品中の複数登場人物もしくは主人公に上手く，生き
生きと描写している。
［略歴］
1850年（０歳）11月13日，スコットランド，エジンバラに生まれる。
…
1870年（20歳）「水車小屋のウィル」を書く。
1880年（30歳）「素人の移民」を書く。５月にファニー・オズボーン（41歳）と結婚。
彼女の息子ロイドと３人でスコットランドに戻る。
1881年（31歳）ロイドを楽しませるために「宝島」を雑誌に連載。「シルベラドにう
ずくまる人々」を書く。
1882年（32歳）「フランシャールの宝」を書く。「新アラビアンナイト」刊行。
1883年（33歳）長編「プリンス・オットー」を完成。長編「黒い矢」を雑誌に連載。
1884年（34歳）｢ジキル博士とハイド氏｣を書き，世界的に有名になる。
1885年（35歳）長編「誘拐されて」，詩集｢幼年誌苑｣，「ダイナマイト党員」「マーカ
イム」を書く。
1887年（37歳）アメリカに渡る。長編「バラントレーの若殿」を書き始める。短編
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「メリー・メン」持病の結核悪化。
1888年（38歳）タヒチへ。「黒い矢」刊行。
1889年（39歳）サモア島へ。「箱ちがい」刊行。
…
1894年（44歳）12月3日，脳溢血にてサモア島で急逝。
参照：『宝島』（年表・上田和夫）
３．ルイスの作品における光と影＋[関係引用文]
（1）宝島 Treasure Island（1883）
―義務を守らせる人と義務を守らない人―
Dooty is dooty.（義務は義務だ。）
If I die like a dog, I'll die in my dooty.（犬みたいな死に方をしても，おれは義務を
果たして死ぬ。）
You'll find I do my best.（私が義務を果たすことはお分かりでしょう。）
Duty first and pleasure afterwards.（義務が第一，楽しみはその後。）
I did what I thought best for those who had stood by their duty.（私は，義務を守っ
ている人のために一番と思うことをした。）
No fear for a hand that’s been shot down in his duty to captain and owner.（船長と
船主に対して義務に倒れた船乗りには何の心配もいりません。）
I thought you said you knowed the rules.（お前は規則を知っていると言ったようだ
ったな。）
You’re pretty free with some of the rules; maybe you’ll kindly keep an eye upon the
rest.（お前は，規則によっちゃ，あまり守らねえのもあるが，他の規則もちゃんと
守ってもらいてえもんだ。）
This crew has its rights like other crews by your own rules.（お前の作った規則で，
他の船乗りなみに，わしらだって権利はあるんだ。」
This crew has tipped you the black spot in full council, as in dooty bound.（ここに
いる仲間は，規則通りみんなで相談してお前に黒文を渡したんだ。）
It is a gross dereliction of my duty.（それは，わしの義務のひどい怠慢ということ
だ。）
Come back to my dooty, sir.（自分の義務を果たしに戻ってきたのさ。）
映画『私は貝になりたい』（2008年）の中で，善良な床屋が兵隊にとられ，上官の
命令によって戦場で訓練として敵兵の捕虜を突き刺すことを命じられる。ところが戦
争が終わって平和に床屋をやっていると，アメリカ憲兵に戦争犯罪人として連行され
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絞首刑となる。彼はこう叫ぶ。
「私はただ上官の命令に服しただけです。上官の命令は絶対で，命令に背むことは銃
殺されることを意味します。」
人間には，賢くなるにつれて，自分の利益や幸福を欲し，他人の没落や不幸を望む
悪の本質が潜んでいる。そこで「～しなければならない」という人間の義務という名
目のもとに，旧約聖書の「十戒」に始まり，国の憲法から各種法律・規則・規定等が
制定されている。
海は自由で気ままであるが，大海原を航海する船の上ではそうはいかない。船は小
さな社会の縮図である。船という限られた組織の中で船員をまとめて行くには義務
（掟，規則）の存在が不可欠であり，暗黙の了解のもと，船長の命令を絶対とする。
しかし，その人が力を持っているときは従うが，力を失うと離れていく。時には権力
闘争が起こり分裂し，醜い戦いが展開される。船長と言えども一人の人間であり，決
断の過ち・遅れは命取りとなる。上司の指導力が信頼されている時は，部下は安心し
てついて行くが，上司の理性を失った命令，要求が度重なると不満が募り，ついには
上司に対する反感が生まれ，自分の利益を守るための反対勢力が生まれ組織は崩壊し
て行く。一方，上司は権力・武力を持って対抗勢力を抑えようとするが，もはや立て
直しは困難となる。
肩書きだけでは人は動かない。上司は，明るく，公正で，正義感に溢れ，常に沈着
冷静に落ち着いて判断し，明確に指示できる有能感がなければならない。反面，ちょ
っとした欠点と弱さがあり，ユーモア感を身に着けた人間くささのある存在であり，
部下の仕事ぶりをさりげなく褒め，ねぎらい，勇気づけるやさしさと，仕事を嫌がり，
不平を持ち，さぼりがちな部下を集団からはずし，叱り付ける強さを持っていなけれ
ばならない。しかしカラッと叱り，ねちねちしないことである。部下の細かい行動に
いちいち口を出さず，いったん任せたら辛抱強く待つことが大切である。
ジムは13歳の少年，オズボーン夫人の連れ子ロイドの化身である。彼はこの物語の
語り手であるが，実質上の主人公は元海賊船フリント号の舵取りで，ヒスパニオーラ
号に乗り込んだ一本足の信神深い料理人ジョン・シルバーであるが，ジムには優しい。
性格は快活・饒舌・柔和・慇懃・陰険・残忍・勇敢・聡明・雄弁・狡猾であり全ての
人間の性格を保持している。「宝」探しの航海のため，航海前の支度金と航海後の報
奨金が約束で集められた気の荒い連中（元海賊）と白人との戦いが展開される。海賊
は，好き嫌いの感情で判断し自己中心的であり唯一の楽しみはラム酒である。
（2）ジキル博士とハイド氏 The Strange Case of Dr.Jekyll and Mr.Hyde（1886）
―善と悪―
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If he be Mr. Hyde, I shall be Mr. Seek.（彼が隠れ役なら，私は捜し役です。）
Whilst he had always been known for charities, he was now no less distinguished
for religion. He was busy, he was much in the open air, he did good; his face seemed
to open and brighten, as if with an inward consciousness of service.（彼はいつも慈
善で知られているが，今は宗教でも熱心であった。多忙で，生活好きで，善を行な
った。顔は広く輝いていた。まるで心に奉仕意識があるかのように。）
I was born in the year 18?? to a large fortune, endowed besides with excellent parts,
inclined by nature to industry, fond of the respect of the wise and good among my
fellow-men, and thus as might have been supposed, with every guarantee of an
honourable and distinguished future. And indeed, the worst of my faults was a
certain impatient gaiety of disposition.（私は，18??年，ある富豪に生まれ，その上
優れた能力を授けられ，本来勤勉であり，仲間の中でも賢明な人，善良な人を好ん
で尊敬した。想像できるように，名誉ある突出した未来の保証があった。なるほど，
私の欠点の最悪なことは，陽気さを我慢できない性質であった。）
Though so profound a double dealer, I was in no sense a hypocrite; both sides of me
were in dead earnest; I was no more myself when I laid aside restraint and plunged
in shame, than when I labored, in the eye of day, at the furtherance of knowledge or
relief of sorrow and suffering.（はなはだ二重人格者ではあるが，私は決して偽善
者ではなかった。私の両面は大変真剣であった。昼間，知識を求め，悲しみや苦し
みからの解放に労を費やすときも，自制心を捨てて，不名誉に突き進む時も私は真
剣であった。）
With every day, and from both sides of my intelligence, the moral and the
intellectual, I thus drew steadily nearer to that truth by whose partial discovery I
have been doomed to such a dreadful shipwreck: Man is not truly one, but truly two.
（私は道徳と理知の二面から考察して，人間は本来単一の存在ではなく二面的な存
在であるという真理に，一日一日と近づいていった。）
It was on the moral side, and in my own person, that I learned to recognize the
thorough and primitive duality of man.（私は私個人の道徳見地から，人間は完全
に，根源的に二重構造のものであることを認めるようになった。）
If each, I told myself, could but be housed in separate identities, life would be
relieved of all that was unbearable; the unjust might go his way, delivered from the
aspirations and remorse of his more upright twin; and the just could walk
steadfastly and securely on his upward path, doing the good things in which he
found his pleasure, and no longer exposed to disgrace and penitence by the hands of
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this extraneous evil.（もしそれぞれが別の個性に宿るなら，人生は耐えられない全
てのものから解放されるだろう，と言える。不誠実な性格は，その双生児の誠実な
性格の希望と懺悔からは手放され，わが道を行くであろう。そして正しい性格は上
向きにしっかりと確実にその道を上がっていく，喜びを見い出す善行を行ないなが
ら。そしてもはや縁のない悪の手により，不名誉と後悔にさいなまれることもな
い。）
I had not yet conquered my aversion to the dryness of a life of study. I would still be
merrily disposed at times; and as my pleasures were （to say the least）
undignified, and I was not only well known and highly considered, but growing
towards more unwelcome. It was on this side that my new power tempted me until
I fell in slavery. I had but to drink the cup, to doff at once the body of the noted
professor, and to assume, like a thick cloak, that of Edward Hyde.（私は，まだ学問
生活の無味乾燥さへの嫌悪感を克服していない。まだ時々陽気な気持ちになる。私
の喜びは---控えめに言っても---威厳を損なわれた。私はよく知られていて高く思わ
れているだけでなく，歓迎されなくもなっていた。私の新しい力が私を誘惑し奴隷
に陥れたのはこの弱みであった。一杯飲みさえすれば，すぐに著名な教授の体を脱
いで，厚い上着を着るかのように，エドワード・ハイドの性格になることができる
のである。）
The powers of Hyde seemed to have grown with the sickness of Jekyll. And
certainly the hate that now divided them was equal on each side.（ハイドの力はジ
キルが弱みとともに大きくなったように思えた。確かに今や両者を別けた憎しみは
両者においても同じであった。）
Yes, I had gone to bed. Henry Jekyll, I had awakened Edward Hyde.（寝たときはヘ
ンリー・ジキルで，目が覚めるとエドワード・ハイドだった。）
人間には表の顔と裏の顔がある。公的と私的，平日と休日，昼と夜，仕事と趣味…
それぞれの顔がある。人間の生活には，程度，年齢，男女等の違いはあれど，食欲，
性欲，名誉欲等が大きく影響している。食欲に関して近年テレビ「大食い」番組に多
くの女性が登場し，タレント化している。女性の大食いは今や恥ずかしいことではな
くなってきた。実際，女性には「別腹」と言うものがあるようで食に関しては男性よ
りも貪欲である。
名誉欲に関しては，男女平等社会になったとは言え，やはり男性のほうが圧倒的に
強い。しかし近年その男性さえも出世より平凡な生活を望む人が多く見受けられる。
やっかいなのが性欲である。近年，性の解放が進み，女性が性を語ることも平気に
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なってきたが性欲を表に出すことは男女ともに一般的にタブーである。しかし，「え，
あの人が…」という言葉の対象は男性であり，性犯罪のほとんどは男性である。男は
単純な生物であり，性欲の処理がうまくいかず，理性で抑えられなくなった時ついに
暴走してしまう。それはどんなに著名な人・有名な人・身分の高い人，誰にも起こり
うることである。そしてマスコミはこぞって公務員・教員・警察官の不祥事を取り上
げる。一人の犯罪が全体の犯罪のように取り上げるのは甚だ遺憾なことであるが，人
間の内面には邪（よこしま）な心が潜んでおり，常に変身願望が存在する。人間は事
ある度に自覚を怠らず，悪が入り込まない努力をしなければならない。
人間は，生活の手段として何らかの職業に就き，自己をその職業に同化していく。
医者は医者らしく，教師は教師らしく，銀行員は銀行員らしく…。そうなると，本来
の自分，今までの自分がわからなくなってくる。
地球には昼夜の変化があるように，普通，人は夜寝て昼は起きている。ジキル博士
は医学博士，法学博士，王立協会会員，老人，慈善家，信仰家，富豪，才能豊か，勤
勉…昼の人間であるが，自らの表の顔に耐えられなくなっている。そこで善悪，二つ
の性格を分離する薬品を発明，自らそれを試みて，裏の顔を得る。昼間はジキル博士
でありながら，夜は手に負えない悪党，不具者，青年，小男，凶暴，醜悪なハイド氏
に変身し，「悪に近づく」喜びを味わう。しかし徐々にハイド的性格が支配的になり，
ついには殺人まで犯してしまう。裏の顔が表の顔になってしまう。悪が人間の心のど
こかに入り込んだが最後，悪は善を圧倒し，夜の人間が最後の凱歌をあげるというこ
とを我々に警告する。
（3）誘拐されて Kidnapped（1886）
―大人の心と子供の心―
He was neither so good as I supposed him nor quite so bad as Ransome did; for in
fact, he was two men, and left the better one behind as soon as he set foot on board
his vessel.（彼は私が思っていた程，善良ではなかったし，ランサムが話した程の
悪党でもなかった。事実，彼は二人の人間であった。そして船に乗り込むやいなや，
よい方を置いてきた。）
Even the worst man may have his kindlier sides.（悪人でさえも，優しい面を持っ
ているかもしれない。）
No class of man is altogether bad; but each has its own faults and virtues; and these
shipmates of mine were no exception to the rule. Rough they were, sure enough;
and bad, I suppose; but they had many virtues. They were kind when it occurred to
them, simple even beyond the simplicity of a country lad like me, and had some
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glimmerings of honesty.（どんな階級の人間も全く悪党というわけではない。それ
ぞれが欠点と美徳を備えている。私の船員でさえ，この規則に例外ではない。確か
に乱暴で，悪党だが，考えると彼らは親切であった。私のような田舎者よりも純粋
さにまして純粋で，正直の欠片も持っていた。）
He was skilled in all kinds of music, but principally pipe-music; was a well-
considered poet in his own tongue; had read several books both in French and
English; was a dead shot, a good angler, and an excellent fencer with the small-
sword as well as with his own particular weapon. For his faults, they were on his
face, and I knew them all. But the worst of them, his childish propensity to take
offence and to pick quarrels.（彼は色々な音楽に秀でていた。主に笛であった。さ
らに自国語でよく考えられた詩人であった。フランス語でも英語でも何冊かの本を
読んでいた。射撃の名手で，釣りもうまかった。自分の特殊な武器だけでなく短剣
でも素晴らしい剣士であった。欠点と言えば，それが顔に出てすぐわかってしまっ
た。最悪なことは，腹を立て，喧嘩をする子供じみた気質であった。）
Alan had behaved like a child, and a treacherous child.（アランは子供のように振る
舞い，そして人を裏切る子供であった。）
I would have given the world to take back what I said; but a word once spoken, who
can recapture it? I minded me of all Alan’s kindness and courage in the past, how
he had helped and cheered and borne with me in our evil day.（私は言ったことを取
り戻すために世界を賭けてもよかった。しかし言葉は一度話されると，もう取り返
しがつかない。過去におけるアランの優しさと勇気，そして私たち不幸な日々にあ
って彼が私を助け，励まし，我慢してくれたかを思い出した。）
Alan was advertise as ‘a small, pack-marked, active man of thirty-five or thereby,
dressed in a feathered hat, a French side-coat of blue with silver buttons, and lace a
great deal tarnished, a red waistcoat and breaches of black shag’ ; and I as ‘a tall,
strong lad of about eighteen, wearing an old blue coat, very ragged, an old Highland
bonnet, a long homespun waistcoat, blue breaches; his legs bare, low-country shoes,
wanting the toes; speaks like a lowlander, and has no beard’.（アランは「35才前後
の小柄にて，あばたのある，活動的な男であり，羽つき帽をかぶり，銀ボタンつき
の青いフレンチコートをまとい，かなり汚れたレースを身にまとい，赤い胴着，黒
い毛羽つきのズボンをはいている。」と云われていた。一方，私は，「18才前後の背
が高く，頑強の青年で，ぼろぼろの古びた青いコートを着て，古い高地用帽子を被
り，長い手織りの胴着，青いズボンを着用している。脚はむき出し，靴はつま先が
ない低地用の靴。低地地方の人のように話し，ひげはなし。」と云われていた。）
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人間は誰でも「大人の心」と「子供の心」を持っている。子供は，感情を隠さず，
素直に自由奔放に行動する。子供の心の特徴として，甘えたり，頼ったりする心があ
る。強い人，大きい人に依存的になり，母親に甘えるような心である。また，人の言
うことをよく聞き，聞き分けがいい心の部分があると思えば，聞き分けのない「いじ
けた」心になることもある。子供が大人になるのは大変なことである。
個体差はあるものの，大人になると冷静で現実的，合理的で実際的な受け答えや判
断をすることができる。冷静な情報交換は「大人の心」で交わされる。そして親の気
持ちを考えることができる。批判したり，叱ったり，道理を示したり，命令したり理
想を説いたりすることができるとともに，思いやりのある，世話好きで，面倒見のよ
い，やさしい心を持つようになる。さらに，挨拶や礼儀がきちんとできるようになっ
た時，社会に対する甘えから脱却しようとする自覚が生じる。しかし，人間は，年齢
は重ねても，心はいつも青春でいることができる。「子供の心」を心の片隅に残し，
人生を悟ることなく，夢や理想を求め続ける心が人生を豊かにしてくれる。
スティーブンソンは「子供の心を宿した大人」と言われる。強い熱烈な言葉を伴う
強い熱烈な気質，自分自身は肉体的な安楽を特に必要しなかったため，自分の周囲の
者の肉体的安楽には（生来，人に親切だったにもかかわらず）実際には，思いやりが
はなはだ足りなかったこと，後先を考えない寛大さ，ひどく無鉄砲な所があって，手
許不如意になると，すっかりふさぎこんでしまう性格であった。彼の「子供の心」は
彼の作品の登場人物を通して夢を追い求めている。
みなし子デビット・バルフォア（David Balfour）は，おじの所へ行くが，おじは
彼を身請けするどころか，彼を殺そうとする。危うい所で命を免れた彼は，今度は船
に乗せられ，身を売るはめになる。そして船の中で知り合ったアラン・ブレック
（Alan Breck）とともに，海，山とまさに生死をかけた旅が始まる。
デビットは素晴らしい性質の反面，色々と欠点を持った少年。真面目で，馬鹿では
ないが世間知らずの田舎者で，騙されたりする。向こう見ずの勇気は持っていないが，
正義のためには，怖い思いをしながらも危険を冒す。穏やかだが，人間としての威厳
は持っている。17,8歳の青年として「子供の心」と「大人の心」の狭間にいる。
アランは勇気があり，剣も巧みで，よく頭が働き，人には誠実であるが，見栄っ張
りで，おしゃれで，自分の考えには絶対間違いはないと信じる「大人の心」を持って
いるが，わがまま，軽率，喧嘩好き，欠点の多い「子供の心」が見え隠れする35歳前
後の，この作品を書いたスティーブンソンの年齢である。彼は自分の性格をこの二人
に投入している。
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（4）マーカイムMarkheim（1887）
―邪心と良心―
Life is so short and insecure that I would not hurry away from any pleasure.（人生
は短く不安定であり，いかなる喜びから立ち去りたくない。）
Why should we wear this mask?（どうしてこの仮面をかぶらなければならないの
か？）
You give me this ---this damned reminder of years, and sins and follies--- this hand-
conscience!（あなたは，こんなものをよこした。－年齢と罪と愚かさを思い出さ
せる，こんな嫌なもの－良心の姿を写す手鏡をね。）
Can you not see within me the clear writing of conscience?（ぼくの心の中にはっき
り刻まれている良心という文字が見えないんですか？）
You will find it even easy to compound your quarrel with your conscience.（良心と
相談して争いを解決することがむしろたやすいことがわかるでしょう。）
My life is but a travesty and slander on myself. I have lived to belie my nature. All
men do; all men are better than this disguise that grows about and stifles them. You
see each dragged away by life, like one whom bravos have seized and muffled in a
cloak.（私の生活は，滑稽で虚偽である。私は自分の本性を隠して生きてきた。す
べての人がそうである。すべての人は成長し，窒息させる偽装よりはましである。
誰でも人生に引きずられている。刺客につかまれ，外套にくるみ込まれた人のよう
に。）
I am worse than most; myself is more over laid; my excuse is known to me and God.
（私は大部分より悪い。その上私自身は隠されている。私の言い訳は自分と神のみ
ぞ知る。）
Sins and Virtues differ not by the thickness of a nail.（悪も善も紙一重にすぎな
い。）
Say it be lost, say I am plunged again in poverty, shall one part of me, and that the
worse, continue until the end to override the better? Evil and good run strong in
me, haling me both ways. I do not love the one thing, I love all. I can conceive great
deeds, renunciations, martyrdoms; and though I be fallen to such a crime as
murder, pity is no stranger to my thoughts. I pity the poor; who knows their trials
better than myself? I pity and help them; I prize love, I love honest laughter; there
is no good thing nor true thing on earth but I love it from my heart. And are my
vices only to direct my life, and my virtues to lie without effect, like some passive
lumber of the mind? Not so; good, also, is a spring of acts.（たとえ，もとの貧乏に
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戻されても，私の一部，しかも悪い方の部分が，最後までよい方の部分を蹂躙（じ
ゅうりん）しつづけることがあるのだろうか。善と悪とが，私の中に強く働き，私
を両方に引っ張る。私は一つのものだけを愛することはできない。あらゆるものを
愛するのです。私は偉大な行為，自制，献身を心に抱く。私は殺人のような行為を
犯したが，哀れみということをよく知っている。私は貧しい人々を哀れだと思う。
私以外の誰が彼らの辛労を知っているだろうか。私は彼らを哀れみ，彼らを助ける。
私は愛情を尊び，正直に笑いを愛す。この世の中のよいもの，真実なものを心から
愛さないものがあろうか。悪徳のみが私の人生を導き，善徳は，心の中の無能なガ
ラクタのように，何の役にも立たず，横たわっていなければならないのでしょうか。
そんなはずはない。善もまた行為の源である。）
I have in some degree complied with evil. But it is so with all; the very saints, in the
mere exercise of living, grow less dainty, and take on the tone of their surroundings.
（私はある程度悪に従った。しかしどんなものでもそうです。聖人でさえ，その実
生活において，優美さを失い，環境にそまって行く。）
My love of good is damned to barrenness; it may, and let it be! But I have still my
hatred of evil; and from that I can draw both energy and courage.（私の善への愛は
不毛である。そうかもしれないが，それでよい。しかし悪への憎しみはまだある。
そこから力と勇気を引き出す。）
ユゴー「レ・ミゼラブル」：主人公ジャンバルジャンは，教会の食器を盗み逃亡。
逮捕された彼に司祭は「食器は彼に与えたものです。」と告げる。自分の恥を知り，
良心に目覚め彼は名前を変え，善人として生涯を全うする。
ディケンズ「クリスマス・キャロル」：イブの夜，けちでひねくれ者のスクルージ
ュの前に現れた３人の精霊に，自分の過去・現在・未来を見せられた彼は，恐怖と懺
悔の念から，今までの自分を省み，以後良心のもと人々のために献身的な人生を送る
決心をする。
芥川龍之介「羅生門」：一人の下人が羅生門で雨宿りをする。羅生門を登ると，老
婆が死体から髪の毛を抜いているのを目撃する。悪の世界を見たことにより，彼に邪
心が生まれ，その髪の毛と老婆から衣服を剥ぎ取り町に飛び出していく。
良心とは，自らの社会的価値観・道徳観に基づいて，善行をなし悪行を避ける心の
動きであるが，極めて個人的なものである。他人に感化されるものは良心だけでなく，
邪心もある。人間が，元来善であるのか悪であるのかは意見が分かれるところである
が，人間は両者を持つ二重人格者であり，その側面のどちらかが行動として現れる。
良心のない人には名誉を重んじる心がない。社会的非難を受けることを何とも思わな
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い。目の前の屍（しかばね）を見ても何の感情も示さない。冷酷無残な犯行をしても
悔いることがないのである。
人間は，好むと好まざるにかかわらず，宿命的にある家庭に生まれ，独自の習慣や
経済的制約を受け，存在する有形無形の社会的・文化的枠組に組み込まれる。ある者
は裕福へ，ある者は貧困へと引きずられて行く。生きるためには，自分の本性に偽っ
て反社会的，反道徳的なことをしなければならない時もある。
貧しさゆえに，金を得ようと，骨董屋の主人を殺したマークハイムの前に，悪魔と
も，死神とも，もう一人の自分ともつかぬ人物が現れ，彼を改心させる。
（5）バラントレーの若殿 The Master of Ballantrae（1889）
―兄と弟―
It was not long before I began to get wind of the causes that so much depressed
him. Indeed a blind man must have soon discovered there was a shadow on the
house, the shadow of the master of Ballantrae. Dead or alive（ and he was then
supposed to be dead） that man was his brother’s rival--- his rival abroad, where
there was never a  good word for Mr. Henry and nothing but regret and praise for
the master, and his rival at home, not only with his father and his wife, but with the
very servants.（まもなく私は彼を大層悩ましている原因の気配が分かり始めた。
実に盲目でさえもその舘には影が，バラントレーの若殿の影があることがすぐにわ
かったに違いない。死んでいるにせよ，生きているにせよ（当時は死んでいると思
われていたが）その男はヘンリーの敵で，海外にいる敵であった。海外ではヘンリ
ーに対するいい話はなく，若殿には後悔と賞賛があった。国内では父，妻だけでな
く，召使さえも精通していた。）
I am a pretty bad fellow at bottom, and I find the pretence of virtues very irksome.
（James）（腹を割ると，俺はかなりの悪人だ。善人づらは退屈でやりきれない。）
He sits in my place, he bears my name, he courts my wife; and I am here alone with
a damned Irishman in this tooth-chattering desert! Oh, I have been a common gull!.
（James）（奴は俺の場所に座り，俺の名前をかたり，俺の妻に求婚している。俺は
一人ぼっちで，いまいましいアイルランド人と二人で歯がガタガタさせながら荒野
にいる！まさにかもめと同じだ！）
I have only the name and the shadow of things---only the shadow.（Henry）（私は，
物の名と影をただ背負っているだけだ。影だけだ。）
I declare to God I liked him very well…. I am a s good as he; I am better man than
he.（Henry）（神に誓って兄が好きだった…。俺だって兄貴には劣りはしない。兄
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以上に人間なんだ。）
I have their gratitude, they all tell me that, but I am not present in their minds….I
am a man of a great deal of patience---far too much…far too much.（Henry）（私は
みなに感謝されている。しかしみんなの心の中には生きていない。私は忍耐強い人
間だ。強すぎるんだ。あまりにも強すぎるのだ。）
Something of the child he exhibited: a cheerfulness quite foreign to his previous
character, an interest readily aroused, and then very tenacious, in small matters
which he had heretofore despised.（どことなく子供っぽいところがヘンリー様に
出てきたのである。以前の性格には程遠い陽気さや，これまで軽蔑していたような
些細なことにも容易に興味が沸いてきたのである。）
But the whole thing marked a change, very slight yet very perceptible and though
no man could say my master had gone at all out of his mind, no man could deny that
he had drifted from his character.（しかし，万事につけて変化が出てきた。まだか
すかに感じられるだけであったが。誰もヘンリーは気が狂ったとは思わないが，彼
の性格が変わったことは否定しなかった。）
Your brother is a good man, and you are a bad man.（弟様は善人で，あなたは悪人
だ。）
人間は，ある日，ある場所，ある家族の一員として生まれる。最初の子どもとして
生まれることもあれば，何人かの兄姉が存在しているところに生まれることもある。
それは自主的に決めることはできない。戦前においては長男にのみ家督を継ぐ絶対的
権利が与えられていたように，兄弟の身分には大きな違いがあった。
長男の場合，親は未経験のため，子育てに自信がなく，子どもの気持ちや要求を正
しく把握できないが，次男の場合は，育児にも慣れ自信を持って躾（しつけ）ること
ができる。不必要に神経質にならず，要求や願望を正しく汲み取ることができる。
長男は，次男が生まれるまでは家庭の中心であるが，次男が生まれると王座から脱
落し，一身に集めていた両親の愛情が突然失われる。次男が一転して将来己を脅かす
憎むべき敵，競争相手となる。そして，長男は，家名を汚すことなく，財産を増やし，
一族の繁栄を図らなければならない。家の利益のため，個人の利益は犠牲にしなけれ
ばならない。
一方，次男は親の愛情を独占することができず，常に自分より身体の大きい，力の
ある存在が身近にいることになる。智恵も力も相手が優っている。強力な相手と競い
ながら自己実現を図らなければならないが，＜家＞を引き継ぐと言う世代の鎖に縛ら
れることはない。
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日本の昔話「海ひこ山ひこ」は兄の海ひこと弟の山ひこが道具を変えたことから仲
たがいが起こる兄弟不仲の例である。一方「曽我兄弟」は兄弟で助け合って父親の仇
を討つ仲の良い兄弟の例である。また，大ヒットとなった映画「アナと雪の女王」
（2014）では，性格の違う二人の姉妹愛が多くの人に感動を与えた。
スコットランドの名門バラントレー家の後継ぎたるべきジェームズは陽気，機敏，
虚栄心，名誉欲，人気のある名誉を重んじる悪と憎しみの象徴である。一方，弟ヘン
リーは，陰気，正直堅実，不人気の忍耐強い善と愛の象徴である。兄は虚栄心と賭け
によって1745年チャールズ・エドワードの部下に投じ，カロドンの敗戦後，失踪して，
もはやこの世の亡きものと信じられていた。さまざまな冒険の果て，お尋ね者となっ
て数年後邸に戻ってきた兄は，弟に父の位を継がれ，許婚の美しいマリスン・グレイ
ムをも弟に奪われたことを知り，弟に対する怨念の戦いが始まる。妻や愛人を他の者
に奪われると我々は憎しみを抱く。時には奪われる可能性があるだけで憎しみを生じ
る。
一方，自分の人格，名誉，社会的自我を傷つけられ，中傷に耐えられなくなった弟
ヘンリーも徐々に兄に劣らぬ復讐の鬼と化していく。ジェームズはヘンリーに，ヘン
リーはジェームズに近づき，二人は同一になり命を果てる。「ジキル博士とハイド氏」
同様，ここでも悪の勝利でこの物語は終わる。
（6）水車小屋のウィルWill O’ the Mill（1870）
―生と死―
奥深い山中に住む水車小屋のウィルは少年の時，山の上から都会を見下ろし，こ
こから飛び出して都会に行きたいと真剣に願うが，やがて人間のはかなさを悟り，
山の中で一生を送る決心をする。
ウィルは年頃になり牧師の娘マージョリと結婚することになるが，結婚が間近に
迫った頃，突然結婚の愚かさを悟り結婚せずにいつまでも彼女と友達でいることを
決心する。しかし彼女は数年後，突如他の人と結婚し命を落としてしまう。
長い人生を一人で送ってきたウィルはしきりに何かを待っていた。それは「死」
であった。
現代の都会と田舎の違いは顕著であるが，19世紀のスティーブンソンは，都会
（エジンバラ）を「平野の空気は，ここの空気より軽くもなければ澄んでもいない。
また太陽もここほど美しく輝いてはいない。」と述べている。田舎に住む若者は，
一度は華やかな都会にあこがれ田舎を巣立って行く。しかし都会は夢に描いていた
ような所では決してなく，貧しく感じやすい人が暮らすには困難な場所である。
A city is so hard a place for people who are poor and sensitive that many choose to
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die by their hand.（都会は貧しく，繊細な人には住みづらい所であり，多くの人が
自らの手で死を選ぶ。）
反対に都会に住む人は，山の中で静かにのんびりと暮らす人生の楽園を求める。
しかし山の中は都会で生活してきた人にとってはあまりにも不便な所である。
You would feel quite ashamed if you knew how the little fellows in these fairy cities
of yours are all after the same sort of nonsense, and keep breaking their heart to get
up into the mountain.（あなたが描いている夢の都会の人がみんな，同じようなく
だらないものを求めて，心を痛めて山に入ろうとしていると知ったら，きっと恥ず
かしくなるでしょう。）
籠の中に２匹のリスが入っている。一匹は落ち着いて胡桃を食べている。もう一
匹は籠の中を絶えず動き回っている。人間は，後者のリスである。色々なことを望
んで動き回る。あこがれている時が幸せな時であり，事が成就した時はむなしさを
感じるものである。
Did you see a squirrel turning in a cage? and another squirrel sitting philosophically
over his nuts? I needn’t ask you which of them looked more of a fool.（一匹のリス
が，籠の中を動き回り，他の一匹が落ち着きはらって，胡桃の実を食べながら座っ
ているのを見たことがありますか？どちらのリスが愚かに見えるますか？あなたに
尋ねるに及びませんね。）
結婚においても然り。人間は多くの出会いの中で一人の男性，女性と知り合い，
恋をして，結婚する。しかし，結婚前の恋人との夢のような毎日こそが幸せの時で
あり，結婚してしまえば，徐々に夢の生活から幻滅の生活へと変わっていく。「結
婚なんて価値のないことで友達のままでいる方が一番いいのです。」とウィルは考
える。きれいな花は摘まないで咲いたままにしておく方がよいのである。
Marriage is not worth while, and we had best stay friends.（結婚は価値ないもので
す。友達のままでいたほうが一番よい。）
They are a deal better off where they are, and looked a deal prettier, if you go to
that.）（花は摘まないで咲いたままにしておく方がずっとよいのです。また美しさ
の点から言っても，ずっと美しく見えます。）
We should never be one whit nearer than we are just now.（結婚しても今よりも親
しくはなれないでしょう。）
年老いたウィルは「死」の訪れを待っている。人間が好むと好まざるとにかかわ
らず避けられないのは「死」であり，誰もが完全に到達できるただ一つの願望であ
る。ウィルが送ってきた人生は誘惑から避けてきた人生であった。彼にも「死」が
訪れる。今度こそ正々堂々と「死」と向かい合う。
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God knows I am tired enough of it all; and when the time comes for a long journey
than ever you dream of, I reckon I shall find myself prepared.（私が，世の中のあら
ゆるものに飽き果ててしまったということは，神さまがご存知です。今まであなた
が思ってもみなかったような長い旅に出るときが来たとしても，私はすでに準備が
整っているように思われます。）
I have been waiting for you these many years. Give me your hand, and welcome.
（私は長い年月の間，ずっとあなたを待っていたのです。私に手をお貸しください。
よくお出で下さいました。）
少年時代のウィルは病弱でどこにも行けなかった彼の願望であり，青年期のウィ
ルは彼の結婚観の一端であり，晩年期のウィルは病弱の彼が死を恐れず立ち向かっ
ていこうとする彼の姿である。
４．まとめ
人間は，この世に生まれて死んでいく。そして世の中の現象は表と裏，光と影の二
面性で成り立っている。表に見えている部分と見えていない部分の二つの世界がある。
見えていない裏側の世界は，表側の世界に住んで表側の世界だけしか見ていない人間
には，とうてい信じられないような人や出来事で溢れている。外では厚顔無恥の悪人
も，家庭に戻ると妻子にこよなく優しい愛情を惜しみなく注ぐ。かと思えば，清廉潔
白の紳士が，家庭に戻るや，たちまち冷血漢となって妻子を苦しめる。人間という生
きものは，他の動物より頭脳が発達してしまったがために，理性と感情の均等がとれ
なくなってしまう。そんな人間が作り上げた世の中も矛盾に満ちている。
この世の中の最大の対比は男女の存在であるが，人間の身体も心臓や肝臓などの主
要な臓器を除いてほぼ対に成り立っており，片方が駄目になってももう一方で対応で
きる。その人間の心に中にも多種多様な対照的な性格が存在している。社交的・内向
的，神経質・鈍感，寛大・偏狭，饒舌・寡黙，躁・鬱，明・暗，…。そして人間の生
活の中には，表の顔・裏の顔，昼の顔・夜の顔，仕事の顔・余暇の顔，職場の顔・家
庭の顔…多種多様な顔が存在する。
時代，社会，家庭環境等のさまざまな条件により表面に現れる性格は異なってくる。
しかしそれがその人間の本当の姿とは限らない。人間は，誰もがジキルとハイドの両
面を持っているのであり，言い換えれば，両方の面を持っているから人間は面白いの
であり，一面しか持っていない人間は実につまらないのである。人間には意外性があ
ってよいのである。
人間が成長過程で出会う多くの人間を観察する中で，まず自らを考え，そして自分
と類似あるいは対照的な性格と出会う時，新たな人間関係が生まれ，友情関係が生ま
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れるとともに，異質の人を受け入れることができるようになる。煙たい人は自分より
年上で，人生経験も豊富で，社会的地位も高い人である。このような人を苦手とせず，
自分の方から積極的に近づくと，意外と優しく人間味のある人であることがある。
人生はドラマである。華やかな表側の裏側には，退屈なぐらい安定した単調な日常
がある。現代を生きる私たちは，人間の性格の多様さ，奥深さを感じ，「この人はい
い。あの人はだめ。」というような単純な二者択一的な態度ではなく，複雑な人間を
許容していくこと，寛大な心を持つことが大切であり，見えている部分だけで人を判
断してはいけない。見えない部分を評価してやる努力をすべきである。人を敵，味方
に分けてもいけないし，良い人，悪い人に区別してもいけない。悪い奴だ，いい奴だ，
どうしようもない奴だ，話してもわからない奴だ・・・人間を決めつけてはいけない。
そして，教育に携わる人にあっては，学生（生徒）の一面だけで判断するのではなく，
計り知れない潜在的な能力や個性を引き出すべく様々な取組をお願いしたい。
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